
  

 

 

 

４．子ども医療費助成の拡充 

１．児童相談所の新設・建て替えについて 

５．歯科診療の充実 

 

 

 

（１）市町村別の死亡率（千人あたり死亡数）と、人口１

人あたりのコロナワクチン接種回数に相関関係があるかど

うかの調査を昨秋から始めた。昨年11月の一般質問の段階

では、各市公式サイトの調査市数が少なかったため、質問

活用は見送ったのだが、今年に入り、私が選んだ18市のう

ち、15市の公式サイトでの検索による調査が完了し、８市

の公式サイトから接種回数を確認できたので、県議会事務

局調査の７市（匿名条件）を加えて15市での調査結果を第

１弾としてここに掲載することとしました。 

  人口は、県公式サイトから常住人口の2024年 1月1日現

在を用いたため、全般的に住民基本台帳人口より少ないの

ですが、例えば佐倉市はかなり開きが大きかったので、住

基人口を使えば人口あたりの接種回数は下がると思います

が、住基人口を使えば人口が少し多くなるのは他市も同様

なので、今回の相関係数分析に影響はないと思われます。 

成田市と白井市は、各市公式サイト調べと県議会調査の

接種回数が少し異なっていましたが、前者を採用。 

同ワクチン接種回数の期間は、公表数が全て2023年度末

までなので、開始の2021年３月からの約３年分。比較する

人口千人あたりの死亡数は中間の2022年の数値を採用。 

結果はあまりにも衝撃でした。15市の人口１人あたりコ

ロナワクチン接種回数と、人口千人あたり死亡数との相関

係数は、「強い相関あり」とされる0.70だったのです。 

No 市町村名 
接種回数 

合計 

人口 1 人あた

り接種回数 

死亡・人口

千対 2022 年 

1 佐倉市 667,747 ４.０４ １２.０ 

2 A 市   ３.７９ １２.４ 

3 B 市   ３.７３ １３.０ 

4 四街道市 348,861 ３.６８ １０.９ 

5 白井市 219,690 ３.５５ ９.８ 

6 鎌ケ谷市 387,178 ３.５３ １２.２ 

7 C 市   ３.４９ １１.７ 

8 D 市   ３.４７ １１.５ 

9 E 市   ３.３８ １０.６ 

10 八千代市 687,727 ３.３８ １０.６ 

11 成田市 448,369 ３.３７ １０.０ 

12 F 市   ３.３３ ８.５ 

13 G 市   ３.３０ ８.９ 

14 市川市 1,591,152 ３.２０ ９.２ 

15 船橋市 2,046,080 ３.１６ １０.４ 

  今回の結果は、調査市数が限られているので、あくまで

も、相関している可能性もある、に過ぎず、あらゆる地域間 

４．交通事故対策が実現 

Ｘ(旧Twitter)秋葉就一の１１／２７一般質問の一部他 FB  

７時頃、勝田台北の栄町公園の

給水所の様子を現場確認し、直

ちに県の水政課と企業局に対

し、八千代市から給水応援依頼

があった場合は速やかに対応す

るよう強く要望しました。 

← 左の写真は栄町公園臨時給

水所現場確認時の秋葉 

６日夜７時頃に勝田台北の栄

町公園に行き、臨時給水所の様

子を現場確認し、直ちに県の水

政課と企業局に、八千代市から

給水応援の依頼があった場合

は速やかに対応するようお願

いしました。 

← 左の写真は、栄町公園の臨

時給水所現場確認時の様子 

３．東葉高速鉄道の経営改善を 

２．勝田台等の地下に敷設予定の水道管 

７時頃、勝田台北の栄町公園の

給水所の様子を現場確認し、直

ちに県の水政課と企業局に対

し、八千代市から給水応援依頼

があった場合は速やかに対応す

るよう強く要望しました。 

← 左の写真は、栄町公園の臨時給

水所現場確認時の秋葉と給水車 

３．ＰＣＲ増幅回数40～45回は適切

４．子ども医療費助成の拡充 

３．東葉高速の通学定期券の販売状況 

３．県庁舎４棟のＬＥＤ化も実現へ 

４．サンキュー事故 

で「相関している」と断定することはできません。 

  今後、調査範囲を広げる必要もありますし、また、その３

年間の死亡率の平均値でやってみるとか、様々な検証の必

要もあります。例えば、八千代市と鎌ケ谷市を比べた場合、

人口あたりの死亡数は、コロナワクチンが始まる前の2020

年でも鎌ケ谷市が上回っていました。だからと言って相関

関係がないとも言い切れないのは、同ワクチンが始まって

からの３年間で、両市の死亡率の差が開いた、という事実

もあるのです。ですので、この種の調査については、今後も 

様々な角度からの検証や調査範囲の拡大が必要です。 

 

（２）こうした問題意識を踏まえ、以下の質問をしました。 

千葉県の人口１万人あたりの死亡者数は。 

【健康福祉部長】2014年が88人、2019年が101人、2020年が

101人、2021年が107人、2023年が120人。 

【秋葉】ということは、2021年から死亡者急増が起こり、こ

こ３年高止まりが続いているということになる。（2014年か

らの６年間で13人増に過ぎないのに、2020年から2023年に

かけてはその半分のわずか３年で19人増。） 

  他方で、厚生労働省HPによると、コロナワクチン副反応

疑いの死亡報告数は昨年10/25現在で2262件、健康被害審査

では昨年11/18現在で死亡だけで903件と、ともに増え続け、

訴訟も提起されるに至っている。この数字は、昨年３月末

時点では523件だったので、わずか半年強で１.７倍。 

  こうした状況で、千葉県公式サイトで2021年からの死亡

者急増とその継続は、数字では明確であるものの、どう表

現されているか調べてみた。同サイトで「令和４年人口動

態統計」と検索すると、死亡に関する文章は、「死亡率（人

口千対）は11.8（全国12.9）で、前年の10.7（全国11.7）か

ら1.1ポイント増加しました。」と以前からの文章とほぼ同

じで驚く。人口千人あたりの死亡数の対前年比較では、2012

年～2020年の９年間は、前年同率か+0.1が５回、+0.3か+0.4

が４回で、平均は+0.19弱。過去９年の平均が+0.19だった

のに、2021年が+0.6、2022年が+1.1というのは異常な急増

でしかない。なぜ文章がマンネリなのか。県の姿勢が「ゆで

ガエル」で県民の命と健康は守れるのでしょうか。 
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横が人口１人あたり接種回数、縦が人口千人

あたり死亡数2022年（千葉県内15市）

１．コロナワクチン接種と死亡率 


